
細胞サイズの人工膜小胞を可逆的に繰返し変形させられる

ことに成功(運動する分子ロボット構築の可能性を実証) きんご）講師、および京都大学物質

－細胞統合システム拠点の西山 雅祥（にしやま まさよし）特定准教授・原田 慶

恵（はらだ よしえ）教授、東京大学大学院総合文化研究科の風山 祐輝（かざやま 
ゆうき）大学院生（当時）・豊田 太郎（とよた 

たろう）准教授らの共同研究グル

ープは、細胞骨格微小管を封入した細胞サイズの人工脂質膜小胞を、圧力や温度の変化を利用して、可逆的に繰返し形態変化させることに世界で初めて成功しまし

た。これにより、蛋白質や核酸といった分子で作られたマイクロロボットを操作し、

変形を繰返し行わせることで運動させられることが実証されました。 
この成果は今後、より一層機能を進化させたドラッグデリバリーシステム（DDS）

の設計構築に応用することも期待でき、また、今回用いられた実験系は、浸透圧ス

トレスや深海の様な高圧力環境などの外部刺激や極限状態への生物の適応戦略を解明するための研究にも応用することが期待されます。










